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川
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分
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、
ユ
ク
ノ

キ
の
大
木
が
大
き
く
広
げ
た

枝

一
面
に
つ
ぼ
み
を
つ
け
て
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い
花
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始
め
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週
末
ま
で
に
六
、
七
年
に

一

度
と
い
う

「満
開
」
に
な
り

そ
う
。

ュ
ク
ノ
キ
は

マ
メ
科
フ
ジ

キ
属
で
、
ミ
ヤ

マ
フ
ジ
キ
と

も
呼
ば
れ
る
。
五
月
下
旬
か

ら
六
月
に
か
け
て
の
時
期
に

一
週
間
ほ
ど
小
さ
な
花
を
た

く
さ
ん
咲
か
せ
、
雪
が
枝
や

葉

っ
ぱ
に
降
り
積
も
る
よ
う

な
姿
か
ら

「雪
の
木
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
。

関
東
以
西
の
山
で
見
ら
れ

る
が
市
街
地
で
は
少
な
く
、

高
さ
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

茶色のつばみを一面につけ白い花を咲かせ始めたユクノキ
(京都市左京 区 。京都大北部構内 )

京
大
植
物
園
の
大
木
は
、
毎

年
開
花
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
人
も
多
い
。
部
分
的
に
開

花
す
る
年
が
多
か

っ
た
が
、

こ
と
し
は
満
開
の
年
に
な

っ

た
。

京
大
植
物
園
の
入
園
に
は

事
前
の
見
学
許
可
が
必
要
だ

が
、
北
部
構
内
の
基
礎
物
理

学
研
究
所
湯
川
記
念
館
の
横

か
ら
、
涼
し
げ
な
姿
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。


